
※注意　隣の土地をまたいでいいわけではありません。

駐車場の外構部分で破損カ所としてよく挙げられるのは、

駐車場部分にある境界線ブロックの道路と接する角の部分が、自動車を

ぶつけたり、擦ったりする事例が多数あります。

写真の場合は、600ｍｍ程道路より後退してブロック積みをしております。

新しい分譲地等は境界線負担が決まっていたり、お隣の駐車場も接してくるため、

よく破損してしまう境界線ブロック部分に何かと配慮しておくと破損を防ぐことができます。

【 推奨してます 】

千城台西保育所新築

隣地境界ブロック施工優先図

出発時も駐車時も注意が必要です。 視界もよく、圧迫感もありません。


